
                            

         
は
じ
め
に 

 

例
会
は
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
の

好
天
に
恵
ま
れ
た
日
に
な
り
ま
し

た
。
桜
の
開
花
に
は
少
し
早
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
た
め
か
行

楽
客
も
少
な
く
散
策
に
は
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

 

京
都
市
営
地
下
鉄
蹴
上
駅
に
集

合
し
ま
し
た
。
本
日
は
歴
史
グ
ル

ー
プ
ス
タ
ッ
フ
の
入
江
さ
ん
と
村

田
さ
ん
に
企
画
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
村
田
さ
ん
の
旧
東
海
道
に
ま

つ
わ
る
ク
イ
ズ
の
後
粟
田
口
・
蹴

上
界
隈
を
め
ぐ
る
散
策
に
出
発
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
１
９
名
で
す
。 

 
 

   

         

（
コ
ー
ス
） 

蹴
上
駅
～
蹴
上
交
差
点
（
蹴
上
発

電
所
）
～
（
粟
田
口
線
廃
線
跡
）

～
東
山
三
条
～
古
川
商
店
街
～

旧
？
東
海
道
～
粟
田
口
～
粟
田
神

社
～
蹴
上
交
差
点
～
イ
ン
ク
ラ
イ

ン
～
疏
水
記
念
館
～
南
禅
寺
水
路

閣
～
疎
水
分
線
～
蹴
上
疏
水
公
園

～
日
向
大
神
宮
参
道
～
蹴
上
駅 

 

ハ
イ
キ
ン
グ
の
概
要 

 

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
琵
琶

湖
疎
水
の
役
割
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
入

江
さ
ん
の
詳
細
な
説
明
で
蹴
上
界

隈
の
今
に
残
る
風
景
は
琵
琶
湖
疎

水
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。 

琵
琶
湖
疎
水 

 

現
在
で
も
琵
琶
湖
疎
水
は
、
水

道
用
水
、
発
電
用
水
、
か
ん
が
い
用

水
、
工
業
用
水
を
供
給
す
る
な
ど

様
々
な
都
市
活
動
を
支
え
る
基
盤

施
設
で
す
。 

 

琵
琶
湖
疎
水
に
は
第
一
疎
水
、
第

二
疎
水
、
疎
水
分
線
が
あ
り
ま
す
。

第
一
疎
水
と
第
二
疎
水
は
大
津
市

三
保
ケ
崎
の
集
水
点
か
ら
ほ
ぼ
並

行
し
て
流
れ
こ
の
蹴
上
で
合
流
し

て
い
ま
す
。
こ
の
蹴
上
は
琵
琶
湖
疎

水
の
要
と
な
る
場
所
で
、
様
々
な
機

能
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
写
真
）
イ
ン
ク
ラ
イ
ン 

  

 

蹴
上
に
は
１
９
１
２
年
（
明
治
４

５
年
）
に
設
置
さ
れ
た
蹴
上
浄
水
場
、

日
本
初
の
商
業
用
で
あ
る
蹴
上
発
電

所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
舟
運

用
の
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
も
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
蹴
上
か
ら
は
南
禅

寺
水
路
閣
か
ら
哲
学
の
道
へ
流
れ
て

い
く
疎
水
分
線
が
分
岐
し
て
い
ま
す
。 

 

（
写
真
）
水
路
閣 

  

琵
琶
湖
疎
水
は
多
目
的
に
利
用
さ

れ
て
き
た
が
、
そ
の
目
的
は
そ
の
主

目
的
は
何
度
も
変
遷
を
重
ね
て
い
ま

す
。
当
初
は
水
力
利
用
だ
っ
た
が
、

水
力
発
電
に
よ
る
電
力
利
用
に
変
わ

っ
た
。
電
力
は
京
都
発
展
の
一
大
原

動
力
と
な
り
、
１
８
９
３
年
（
明
治

２
８
年
）
に
は
日
本
初
の
路
面
電
車

 

２０２５.６.２５

第１６７号

歴史グループ早雲 

 

第
一
八
四
回 

歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ 

報
告 

 

粟
田
口
・
蹴
上
界
隈
散
策 

京
津
線
粟
田
口
廃
線
跡
・
旧
？
東
海
道
・
南
禅
寺
水
路
閣 

 
 

 

２
０
２
５
年
３
月
２
３
日
（
日
） 



が
京
都
～
伏
見
駅
間
に
開
通
し
た
。 

 

（
写
真
）
琵
琶
湖
疎
水
分
線 

  

蹴
上
発
電
所
は
第
三
期
建
設
の

も
の
が
現
在
も
発
電
を
続
け
て
い

ま
す
。 

 

本
日
、
散
策
す
る
京
津
線
も
こ

の
発
電
所
の
電
力
を
使
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

疎
水
に
つ
い
て
語
る
と
紙
面
が

足
ら
な
い
の
で
最
後
に
疎
水
感
謝

金
に
つ
い
て
。 

「
琵
琶
湖
を
主
な
水
源
と
し
て
水

道
水
に
利
用
し
、
滋
賀
県
に
毎
年

感
謝
金
を
払
っ
て
い
る
京
都
市
は

２
０
２
５
年
４
月
２
日
、
今
年
度

か
ら
１
０
年
間
の
感
謝
金
を
年
２

億
３
０
０
０
万
円
と
す
る
契
約
を

同
県
と
結
ん
だ
。
締
結
式
で
、
松

井
幸
治
市
長
は
「
疎
水
は
長
い
間

京
都
の
ま
ち
と
文
化
を
支
え
て
き

た
。
」
と
語
っ
た
。 

 

京
津
線
廃
線
跡 

京
都
と
大
津
は
古
く
か
ら
人
の

往
来
が
盛
ん
で
、
京
都
駅
か
ら
六

地
蔵
を
経
由
す
る
遠
回
り
の
東
海

道
線
と
は
別
に
、
両
市
の
中
心
部

を 

直
結
す
る
鉄
道
が
望
ま
れ
て

い
た
。
１
９
１
２
年(

大
正
元
年)

、

京
都
・
三
条
大
橋
と
大
津
・
札
ノ

辻
間
を
結
ぶ
鉄
道
「
京
津
電
気
軌

道
」
が
開 

業
。
こ
の
路
線
は
三
条

大
橋
か
ら
山
科
の
ほ
と
ん
ど
の
区

間
で
三
条
通
の
上
を
走
っ
て
い
た

が
、
東
山
三
条
の
古
川
町
駅
（
現
・

東
山
駅
） 

か
ら
蹴
上
駅
の
区
間
は
、

当
時
幅
が
狭
か
っ
た
三
条
通
を
避

け
、
北
側
の
住
宅
街
を
弧
を
描
く

よ
う
に
迂
回
し
た
。
京
津
電
気
軌

道
は 

１
９
２
３ 

年
に
京
阪
電
鉄 

と
合
併
し
、京
阪
京
津
線
と
な
る
。

１
９
３
１
年
、
三
条
通
の
拡
張
に

あ
わ
せ
て
、
古
川
町
・
蹴
上
間
は

道
路
上
に
新
線 

が
建
設
さ
れ
住 

 

（
写
真
）
疎
水
記
念
館
ジ
オ
ラ
マ 

京
津
線
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す 

 

 

（
写
真
）『
京
都
市
街
全
図
』
部
分

図 

大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
大

阪
毎
日
新
聞
社
発
行 

宅
街
を
走
る
旧
線
は
廃
止
さ
れ
た
。 

こ
の
迂
回
路
線
は
１
９
年
と
短
命

だ
っ
た
た
が
痕
跡
は
今
も
残
っ
て

い
る
。
例
え
ば
三
条
通
北
側
の
住

宅
街
を
歩
く
と
、
東
西
の
通
り
に

対
し
て
垂
直
に
並
ぶ
町
家
の
中
に
、

な
な
め
の
建
物
が
突
然
現
れ
る
が
、

こ
れ
は
か
つ
て
の
線
路
敷
を
転
用

し
た
も
の
。
一
帯
は
古
い
町
家
や 

区
画
が
残
り
、
道
の
曲
が
り
具
合

や
建
物
の
古
さ
に
注
目
す
る
と
線

路
の
跡
を
辿
る
こ
と
も
で
き
る
。 

今
日
の
旧
京
津
線
跡
廻
り
は
、
旧

蹴
上
駅
跡
を
出
発
し
、
東
山
三
条

の
少
し
東
、
旧
古
川
町
駅
跡
ま
で

の
探
索
で
す
。
左
の
写
真
は
蹴
上

発
電
所
の
発
電
で
京
都
は
い
ち
早

く
電
車
を
走
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。 

 

（
写
真
）
蹴
上
発
電
所 

 

（
写
真
）
廃
線
跡
・
蹴
上 

 

（
写
真
）
廃
線
跡 

 

（
写
真
）
廃
線
跡 



 

（
写
真
）
廃
線
跡
・
白
川 

 
 旧

？
東
海
道 

 

東
山
三
条
か
ら
は
旧
？
東

海
道
を
た
ど
っ
た
。
三
条
通

の
横
断
歩
道
を
渡
り
古
川
町

商
店
街
を
一
筋
南
で
東
に
向

か
う
。
近
世
の
東
海
道
は
三

条
大
橋
か
ら
三
条
通
を
東
へ

向
か
う
が
そ
れ
以
前
の
東
海

道
は
粟
田
口
付
近
で
は
粟
田

神
社
に
参
詣
す
る
た
め
南
に

迂
回
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

粟
田
神
社
は
京
の
七
口
の
一

つ
で
あ
る
粟
田
口
に
鎮
座
し
、

古
く
か
ら
旅
立
ち
守
護
の
神

と
し
て
崇
敬
を
集
め
、
ま
し

た
。
今
回
は
も
し
か
し
た
ら

旧
？
東
海
操
を
古
川
商
店
街

か
ら
粟
田
神
社
ま
で
辿
り
ま

し
た
。 

 

（
写
真
）
粟
田
口
付
近 

 

 

（
写
真
）
粟
田
神
社 

  
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｈ 

・ 

Ｍ 

 

今
回
も
井
上
代
表
を
は
じ
め

役
員
の
皆
様
の
お
世
話
で
歴
史
ハ

イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
詳
し
い
ご
説
明
の
も

と
“
京
津
線
粟
田
口
廃
線
跡
”
を

巡
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
経
験

の
出
来
な
い
京
都
の
裏
道
を
た
ど

り
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
ま
た
旅

立
ち
の
神
を
祀
る
「
粟
田
神
社
」

を
初
め
て
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
認

識
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
◇
◇
◇ Ｙ 

・ 

Ｍ 

今
回
の
史
跡
散
策
で
は
、
東
海

道
、
粟
田
神
社
な
ど
の
説
明
を
ク

イ
ズ
形
式
で
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
話
の
中
で
皆
様
よ
り
、
今
は

こ
う
い
う
見
解
が
出
て
き
て
い
る

と
い
う
話
を
い
た
だ
き
私
自
身
も

非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
。
今
後
も

ま
た
私
が
説
明
を
担
当
す
る
こ
と

も
あ
る
と
思
う
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

う
れ
し
い
。
今
か
ら
次
回
の
散
策

が
楽
し
み
だ
。 

◇
◇
◇
◇ Ｍ 

・ 

Ｍ 

役
員
の
皆
様
、
参
加
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
快
晴

に
恵
ま
れ
、季
節
良
し
、花
良
し
、

参
加
者
良
し
、
そ
し
て
講
師
良
し

の
素
晴
ら
し
い
一
日
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。身
近
な
街
で
あ
り
な
が
ら
、

私
に
は
知
っ
て
る
よ
う
で
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
一
杯
！ 

明
治
初
期
に
蹴
上
疏
水
を
作
り

上
げ
た
先
人
の
先
見
の
明
に
感

心
！ 案

内
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の

詳
し
い
お
話
と
丁
寧
な
資
料
の
準

備
に
ひ
た
す
ら
感
謝
で
ご
ざ
い
ま

す
。 た

だ
、
も
う
足
腰
ボ
ロ
ボ
ロ
の

私
、
帰
宅
し
て
、
風
呂
で
疲
れ
を

癒
し
た
ら
、
大
河
ド
ラ
マ
の
途
中

で
い
つ
の
間
に
か
撃
沈
し
て
お
り

ま
し
た
。 

そ
な
訳
で
返
信
遅
く
な
り
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

次
回
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

  

【
編
集
後
記
】 

 

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
歴
史
グ
ル

ー
プ
ス
タ
ッ
フ
の
入
江
さ
ん
と
村
田

さ
ん
に
企
画
を
お
任
せ
し
ま
し
た
。

各
場
所
で
詳
細
な
解
説
並
び
に
ク
イ

ズ
な
ど
交
え
て
の
散
策
は
い
つ
も
と

一
味
違
っ
た
例
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
良
く
訪
れ
る
京
都
市
内

の
街
角
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
ま
し

た
。 

 

入
江
さ
ん
・
村
田
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

解
説
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
な
ど

早
雲
だ
よ
り
に
盛
り
込
め
ず
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
お
許
し
く
だ
さ
い
。 

 

◇
◇
◇
◇ 

祝
・
国
宝
指
定 

 

琵
琶
湖
疏
水
の
一
部
施
設
が
、

近
代
土
木
構
造
物
と
し
て
初
め

て
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

南
禅
寺
水
路
閣
、
第
一
隧
道
、

第
二
隧
道
、
第
三
隧
道
、
イ
ン

ク
ラ
イ
ン
の
５
つ
の
施
設
が
国

宝
に
指
定
さ
れ
ま
す
。 

一
口
感
想 

 


